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松
井
証
券
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
専
業
の
証
券
各
社

は
個
人
に
東
京
証
券
取
引
所
を
介
さ
な
い
株
式
の
売
買

手
段
を
提
供
す
る
。
楽
天
証
券
は
私
設
取
引
シ
ス
テ
ム

（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
）
を
活
用
す
る
。
相
場
の
値
動
き
が
荒
く
な

る
な
か
、
も

っ
と
も
有
利
な
価
格
で
取
引
し
た
い
と
の

エ
ー
ズ
は
強
い
。
個
人
主
導
で
市
場
の
多
様
化
が
進
め

ば
、
東
証
の

一
極
集
中
が
揺
ら
ぐ
可
能
性
も
あ
る
。

有
利
な
条
件
を
自
動
で
選
ぶ

一な
価
格
で
売
買
が
成
立
す
る

ク
プ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
５
％

一
促
す
観
点
か
ら
、
金
融
庁
は

雛
呼
旋
徳
牟
一
の

「
東
証
独

一儲
脚
畑
粥
審
犠
疑
押
須
パ
的

え
る 一
蝦
い
球
却
力
郊
脚
確
飩

一磋
稼
れ
難
ゲ
伸

６ Ｔ
推
か
蜘
以

れ
蓄
締
球
中
砲
十岐
ギ
神
神
釣
一
悔
布
軸
諏
畑
斑
蝶
腋
挑
り
印

貯
一
印
呻
却
”
中
時
の
コ
ウ

一
中
邦
つ
寺
い
韓
押
球
咋

て 協 ｔ、
守

示
し
た
市
場
に
注
文
を
流
す

一り
、
近
い
将
来
に
信
用
取
引

帥
却
い
時
車
咋
抑
咋
筆
”
け

一
中
印
黎
拳
ウ
キ
巾
的
中
中
蒔

鉢
和
都
軸
蜘
い
傘
誤
若
知
個

一
旋
鴻
陳
畑
銃
弟
軸
φ

段 と二
赫
廃

が
取
引
の
透
明
性
を
高
め
る

一
が
れ
ば
、
株
式
市
場
が
よ
り

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。　
　
　
一活
気
づ
い
て
い
く
と
期
待
す

公
正
な
市
場
間
の
競
争
を

一る
声
も
あ
る
。

ネ
ッ
ト
証
券
「最
良
価
格
で
」

日本株の東証外取引は少ない   |
% 100

個人にも東証を介さない株式売目が広がる

松井証券

・ 1顧召

抄
主文

押キヨ
千「智

~

―ダークプール 「

日本株

楽天証券

1 顧雷

売りぐ李賞い |

十醇ン綜蔚
一

十
~輛

 「

銭
蝉
位
の
最
良
価
格

で
取
引

松井銭単位で約定可能

楽天私設シスア ム活

松
井
証
券
が
４
月
か
ら
始

め
る
の
は
「
ダ
ー
ク
プ
ー
ル
」

と
呼
ぶ
取
引
。
外
資
系
証
券

な
ど
が
大
田
投
資
家
向
け
に

展
開
し
て
き
た
立
会
外
取
引

ほ
ぼ
す
べ
て
の
銘
柄
が
銭

一
い
」

（土
居
雅
紹
株
式

・
デ

単
位
で
取
引
で
き
、
株
価
の

一
リ
バ
テ
ィ
ブ
事
業
本
部
長
）

変
動
単
位
が
小
さ
い
の
が
特

一　

】
を
つ
し
た
株
式
取
引
を
後

徴
だ
。
１
円
単
位
が
大
半
の

一押
し
す
る
の
は
「
最
良
価
格
」

〓　
東
証
に
比
べ
て
よ
り
有
利

ス
ト
が
下
が

っ
た
分
だ
け
投

資
収
益
を
高
め
ら
れ
る
。

１３

年
か
ら
の
上
昇
相
場
に
は
陰

り
も
出
て
お
り
、
今
後
は
効

率
的
な
売
買
へ
の
意
識
が
高

ま
り
そ
う
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
事
業
証

券
は
過
去
２０
年
に
わ
た
る
過

当
競
争
で
手
数
料
の
下
げ
余

地
が
限
ら
れ
て
お
り
、
今
後

は
最
良
価
格
で
の
取
引
を
サ

ー
ビ
ス
の

一
つ
と
し
て
個
人

客
に
訴
え
る
。
技
術
が
進
展

し
、
東
証
外
の
取
引
シ
ス
テ

ム
の
導
入

コ
ス
ト
が
下
が

っ

て
い
る
の
も
追
い
風
だ
。

日
本
で
は
現
物
株
に
占
め

る
東
証
の
シ

ェ
ア
が
約
９
割

を
占
め
る
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
や
ダ
ー

宮紅 功 |
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不
正
ア
ク
セ
ス
で
巨
額
の
資

金
が
流
出
し
た
仮
偲
通
賃
。

ニ

ュ
ー
ス
に
出
て
く
る

「ブ
ロ
ッ

ク
チ

ェ
ー
ン
」
と
い
う
用
語
を
、

新
し
い
ネ

ッ
ト
の
詐
欺
技
術
の

よ
う
に
受
け
取

っ
て
い
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
仮
想
通
賃
を
実
物

の
紙
幣
に
例
え
る
な
ら
、
プ
ロ

ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
は

「透
か
し
」

や

「磁
気
イ
ン
ク
」
な
ど
の
紙

幣
偽
造
防
止
技
術
。
今
回
の
流

出
は
、
紙
幣
を
取
り
扱
う
両
替

商

（
コ
イ
ン
チ

ェ
ッ
ク
社
）
に

問
題
が
あ

っ
た
わ
け
で
、
紙
幣

偽
造
防
止
技
術
自
体
が
悪
い
わ

す
べ
て
の
価
値
の
や
り
取
り

を
記
録
し
て
、
各
人
の
所
有
分

を
常
に
把
握
で
き
れ
ば
、
物
理

的
媒
体

（紙
幣
な
ど
）
を
必
要

と
せ
ず
、
数
字
だ
け
で
各
自
が

所
有
す
る
価
値
を
保
証
で
き
る

―
―
。
こ
れ
が
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ

ー
ン
を
使

っ
た
仮
想
通
隻
の
思

想
だ
。
だ
か
ら
取
引
も
、
実
態

は

「通
貨
の
受
け
渡
し
」
よ
り

「精
算
の
連
鎖
」
に
近
い
。

た
だ
、
こ
の
理
屈
を
使

っ
て

紙
幣
を
不
要
に
し
よ
う
と
す
る

場
合
、
こ
れ
ま
で
は
巨
大
な
台

帳
の
管
理
を
任
せ
ら
れ
る

「絶

対
に
信
用
で
き
る
第
三
者
」
が

い
な
い
こ
と
が
問
題
だ

っ
た
。

機
能
で
、
こ
の
仕
組
み
で
は
利

用
者
全
員
が
持

つ
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

ー
の
中

の
プ

ロ
グ

ラ
ム
が

「全
体
と
し
て
」
台
帳
を
管
理

す
る
。
管
理
が
分
散
さ
れ
る
か

ら
、
誰
か
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

が
壊
れ
て
も
失
わ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
個
別
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ー
か
ら
台
帳
の
中
身
を
勝
手
に

書
き
換
え
る
こ
と
も
不
可
能
に

な
る
。

こ
の
技
術
の
応
用
は
仮
想
通

賃
に
限
ら
な
い
。
多
数
の
関
係

者
が
使
う
台
帳
を
信
用
で
き
る

状
態
で
管
理
す
る
の
は
、
実
は

者
各
自
が
負
担
す
る

コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
ー
の
電
気
代
程
度
で
実
現

で
き
る
の
だ
。

大
手
銀
行
も
含
め
た
金
融
界

が
注
目
す
る
の
は
、
仮
想
通
貨

自
体
で
は
な
く
、
台
帳
管
理
の

低

コ
ス
ト
化
だ
。
例
え
ば
ブ

ロ

ツ
ク
チ

ェ
ー
ン
を
銀
行
間
送
金

に
使
う
こ
と
で
、
現
在
１
０
０

円
程
度
か
か

っ
て
い
る
振
込
手

数
料
を
１０
分
の
１
以
下
に
で
き

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

お
金
だ
け
で
は
な
い
。
物
流

や
会
長
管
理
な
ど
、
倉
庫
か
ら

病
院
、
学
校
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
台
帳
管
理
が
社
会
に
は
存
在

す
る
。
こ
れ
を
低

コ
ス
ト
化
で

き
れ
ば
、
現
在
は
成
り
立
ち
に

く
い
利
の
薄
い
応
用
―
―
例
え

ば
、
食
品
の
異
物
混
入
や
薬
書

が
起
き
た
時
に
、
事
故
品
を
追

跡
し
て
す
ぐ
に
回
収

・
対
処
す

る
こ
と
を
目
指
す

「ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
ー
」
な
ど

へ
の
応
用

も
期
待
で
き
る
。

今
回
、
善
意
の
ハ
ッ
カ
ー
の

出
現
で
仮
想
通
貨
に
も
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
こ
と
が

明
白
に
な

っ
た
。

「紙
幣
よ
り

安
全
」
と
評
す
る
向
き
も
あ
る

が
、
通
賃
が
本
来
持

つ

「匿
名

性
」
が
、
仮
想
通
賃
で
は
保
証

さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。
そ
の
意
味
で
通
賃

へ
の
応

用
は
、
実
は
い
い
応
用
で
は
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー

ン
技
術
が
持

つ
基
本
的
な
パ
ワ

ー
は
大
き
い
。
社
会
を
大
き
く

変
え
る
力
を
持

っ
て
い
る
。

（東
洋
大
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
学
部
長
）

育日 うグ資
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懸器がかかる

仮
想
通
貨
交
換
業
者

コ
イ
ン
チ

ェ
ッ
ク

（東
京

・
渋
谷
）
の
不
正

流
出
事
件
を
受
け
、
交
換
業
者
の

安
全
管
理
体
制
や
仮
想
通
貨
の
利

用
者
保
護
の
ル
ー
ル
に
注
目
が
集

ま

っ
て
い
ま
す
。
顧
客
の
仮
想
通

貨
や
預
か
り
金
は
ど
の
よ
う
に
管

理
さ
れ
て
い
る
の
か
、
交
換
業
者

が
倒
産
し
た
場
合
に
顧
客
の
資
産

は
守
ら
れ
る
の
か
、
現
状
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
７
年
に
始
ま

っ
た
改
正

資
金
決
済
法
で
は
、
仮
想
通
貨
交

換
業
者
に
仮
想
通
貨
と
預
か
り
金

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
顧
客
と

自
社
の
資
産
を
明
確
に
分
け
て
管

理
す
る
よ
う
義
務
付
け
て
い
ま

す
。
業
者
が
顧
客
資
産
に
手
を
付

け
て
返
金
で
き
な
い
事
態
に
陥
る

の
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
違
反
し
た

業
者
に
は
罰
則
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
交
換
業
者
は
顧
客
か
ら

預
か

っ
た
現
金
を
銀
行
預
金
田
座

に
、
仮
想
通
貨
を

「
ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
電
子
上
の

台
帳
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
帳
簿

上
の
数
字
と
実
際
の
残
高
を
毎
営

業
日
確
認
し
、
不
足
が
生
じ
た
ら

一
定
期
間
内
に
補
填
す
る
こ
と
が

から解説 仮想通貨の保全管理は?
|||||‖ ||||||||||||||||||_!

Ｊ
信
託
銀
行
が
４
月
か
ら
、
仮
想

通
貨
を
信
託
財
産
と
し
て
預
か
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
予
定
で
す
。

も

っ
と
も
、
今
回
の
コ
イ
ン
チ

ェ
ッ
ク
の
問
題
で
故
め
て
露
呈
し

た
よ
う
に
、
仮
想
通
貨
の
最
大
の

リ
ス
ク
は

ハ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
に
よ

る
不
正
流
出
で
す
。
仮
想
通
貨
の

法
律
問
題
に
詳
し
い
猿
倉
健
司
弁

護
士
は

「
信
託
方
式
も
含
め
、
顧

客
資
産
の
安
全
管
理
体
制
の
整
備

は
喫
緊
の
課
題
」
と
話
し
ま
す
。

日
銀

の
黒
田
東
彦
総
裁
は
１３

日
、
仮
想
通
貨
を

「
投
機
的
な
投

資
の
対
象
に
な

っ
て
い
る
」
と
指

摘
し
、

「
仮
想
通
貨

（ク
リ
プ
ト

カ
レ
ン
シ
ー
）
で
は
な
く
、
仮
想

資
産

（ク
リ
プ
ト
ア
セ
ッ
ト
）
と

い
う
言
い
方
に
変
え
る
べ
き
だ
と

も
い
わ
れ
て
い
る
」
と
発
言
し
ま

し
た
。
仮
想
通
貨
取
引
を
す
る
人

の

「
資
産
」
を
守
る
仕
組
み
は
、

他
の
金
融
商
品
に
比
べ
て
悔
弱
な

状
態
に
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

分
別
管
理
基
本
も
倒
産
時

保
証
さ
れ
ず

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

分
別
管
理
な
ど
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
実
際
に
は
、

「
業
者
と

監
査
法
人
の
間
で
あ
ら
か
じ
め
合

意
し
た
手
続
き
を
実
施
す
る
六
新

日
本
監
査
法
人
）
と
い
う
水
準
で
、

結
果
は
業
者
に
報
告
す
る
だ
け
に

と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
交
換
業
者
が
資
金
不
足

な
ど
を
理
由
に
破
綻
し
た
場
合
、

顧
客
の
仮
想
通
貨
や
現
金
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
分

別
管
理
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い

っ

て
顧
客
の
元
に
資
産
が
戻

っ
て
く

る
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
法
規
制
に
詳

し
い
有
吉
尚
哉
弁
護
士
は

「
従
業

員
の
賃
金
や
他
の
優
先
債
権
な
ど

へ
の
弁
済
が
先
と
な
り
、　
一
般
の

債
権
者
で
あ
る
投
資
家

へ
の
返
済

額
は

一
部
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
指
摘
し
ま
す
。
仮
想
通
貨

は
相
場
変
動
が
激
し
く
、
倒
産
時

温標 ぅ/ク 了
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ス
イ
ス
南
西
部
、
険
し
い
山

に
狭
ま
れ
た
ゴ
ン
ド
村
。
住
民

８０
人
弱
の
寂
れ
た
村
に
２
０
１

７
年
秋
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

４
人
が
や

っ
て
き
た
。
か
つ
て

金
の
産
出
で
栄
え
た
村
で
彼
ら

が
始
め
た
の
は
仮
想
通
貨
の
採

掘
（
マ
イ
エ
ン
グ
）
だ
。
安
い
水

力
発
電
と
寒
さ
は
サ
ー
バ
ー
を

動
か
す
の
に
好
都
合
と
い
う
。

村
に
は
さ
ら
に
５
件
の
工
場
建

設
の
打
診
が
舞
い
込
ん
だ
。

年
初
に
１００
兆
円

採
掘
に
こ
ぞ

っ
て
乗
り
出
す

の
は

「
仮
想
通
貨
の
拡
大
は
続

く
」
と
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

‐８
年
初
め
の
仮
想
通
貨
の
時
価

総
額
は
約
１
０
０
兆
円
と
１
年

前
の
４０
倍
に
な

っ
た
。
け
ん
引

役
は
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
。
金
融
危

機
が
起
き
た
０８
年

に
設
計
さ

れ
、
あ
ふ
れ
た
マ
ネ
ー
を
の
み

込
み
な
が
ら
急
成
長
し
た
。

こ
の
熱
気
に
水
を
差
す
事
態

が
今
年
１
月
に
起
き
た
。
別
の

仮
想
通
貨
の
流
出
問
題
を
引
き

金
に
ビ

ッ
ト

コ
イ
ン
に
売
り
が

殺
到
。

１７
年
末
に
１
ビ
ッ
ト
コ

裁
）
。
米
金
利
上
昇
を
発
端
と

し
た
２
月
の
世
界
同
時
株
安
で

マ
ネ
ー
が
リ
ス
ク
に
敏
感
に
な

る
と
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
価
格
は

さ
ら
に
不
安
定
に
な

っ
た
。

こ
れ
を
カ
ネ
余
り
が
生
ん
だ

あ
だ
花
だ

っ
た
と
簡
単
に
は
切

り
捨
て
ら
れ
な
い
。

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
特
徴
の

一

つ
は
発
行
上
限
が
２
１
０
０
万

Ｂ
Ｔ
Ｃ
と
明
確
に
決
め
ら
れ
て

い
る
点
だ
。
し
か
も

一
気
に
掘

り
尽
く
さ
れ
て
流
通
量
が
急
増

し
な
い
よ
う
、
採
掘
で
得
ら
れ

る
手
数
料
を
徐
々
に
下
げ
る
工

大
が
し
て
あ
る
。
現
在
ま
で
約

１
６
８
０
万
Ｂ
Ｔ
Ｃ
が
掘
り
出

さ
れ
た
。
発
行
が
終
わ
る
２
１

４
１
年
ま

で
の
１
２
３
年
間

に
、
あ
と
２５
％
し
か
増
え
な
い
。

「
既
定
以
上
の
コ
イ
ン
は
流

通
さ
れ
な
い
の
で
、

イ
ン
フ
レ

か
ら
は
完
全
に
解
放
さ
れ
る
」
。

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
考
案
し
た
と

さ
れ
る
サ
ト
シ

・
ナ
カ
モ
ト
氏

の
論
文
に
は
こ
う
あ
る
。

一
方
、
現
実
の
マ
ネ
ー
は
膨

張
の
歴
史
を
重
ね
て
い
る
。
世

轡 ン
女″の警告  

―

広がるきしみ ④

ヨマネー革命か狂騒か

仮想通貨市場は巨大なマネー供給
のなかで膨張した

12 ツLド )レ

lol 響:R31客]‖ |

十  日銀(左軸)

8上
_願

帳案謝寺
価

2007年 0809101112131415161718

仮
想
通
貨
が
問
う
「現
実
」

イ
ン

（
Ｂ
Ｔ
Ｃ
）
＝
２
万

′レ
ド
近

く
ま
で
上
昇
し
て
い
た
価
格
は

５
割
以
上
も
急
落
し
た
。

徴
税
権
を
持

つ
国
が
価
値
を

保
証
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
法

定
通
貨
と
異
な
り
、
仮
想
通
貨

に
は

「
裏
付
け
と
な
る
資
産
が

な
い
」

（日
銀
の
黒
田
東
彦
総

0と__

会
―
タ
ト
ピ
ッ
ク
〉

仮
想
通
貨
の
時
価
総
額
、国
内
新
興
株
の
３
倍

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
思
惑
と
対
照
的
に

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
１
・
５

兆
が
を
か
け
た

「
イ
ン
フ
ラ
再

興
」
を
宣
言
し
た
。
連
邦
予
算
の

歳
出
上
限
は
過
去
最
高
の
２０
兆

が
に
膨
ら
む
。
国
民
の
支
持
を

得
た
い
政
府
が
景
気
対
策
と
し

て
マ
ネ
ー
を
大
盤
振
る
舞
い
す

る
構
図
は
な
お
続
く
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ

っ
て
発

行
量
が
制
御
さ
れ
る
ビ
ッ
ト

コ

イ
ン
の
狂
騒
が
問
う
の
は
、
時

に
矛
盾
を
は
ら
む
人
間
が
つ
か

さ
ど
る
現
実
世
界
の
通
貨
の
あ

り
よ
う
か
も
し
れ
な
い
。

界
の
マ
ネ
ー
の
供
給
量
は
０６
年

か
ら
の
１０
年

で
８
割
も
増
え

た
。
特
に
米
連
邦
準
備
理
事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
に
よ
る
ド
ル
供
給

量
は
‐８
年
１
月
末
で
３

・
８
兆

′レ
ド
と
３０
年
で
１５
倍
に
増
え
た
。

緩
和
縮
小
に
抵
抗

金
融
危
機
に
よ
る
景
気
底
割

れ
を
防
ぐ
た
め
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
超

低
金
利
策
を
導
入
し
、
量
的
金

融
緩
和
で
国
債
を
買
い
上
げ
て

き
た
。

イ
ン
フ
レ
懸
念
が
ち
ら

つ
き
始
め
た
今
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
金

融
政
策
の
正
常
化
を
探
る
が
、

緩
和
に
慣
れ
た
金
融

。
資
本
市

場
は
抵
抗
を
示
す
。
今
回
の
株

価
急
落
は
そ
の
表
れ
だ
。
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